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情報化社会と教育経営
亜細亜大学平沢 茂
1 .情報化社会とは何か
一般的には，マス・メディアとコンビュータなど情報処理メディアの発展によって情報への依
存度の高まる社会を情報化社会 高度情報社会情報社会などと呼ぶ口この三者を区別すべきだ
とする人もいる。しかし，実際には，この三者は同義と見なして良い。
「情報化社会Jという用語法は 林雄二郎の著書 f情報化社会一一ハードな社会からソフトな
社会へ-Jに由来する口林は，この本の中で 情報化社会を次のように説明している。
「社会の情報化とは，この社会に存在するすべての物財，サーどス，システムについて，それ
らが持っている機能の中で 実用的機能に比して情報的機能の比重が次第に高まっていく傾向j
(注 1)。
用語法がやや難解だが 実用的機能を本質的機能 情報的機能を付加的機能とでも言い換えて
みれば，上の説明は理解できょう。
この本の後，ダニエル・ベjレは，脱工業化社会の概念を提起した。経済発展段階説ないし文明
発展段階説に基づく論である。工業化社会の後に来る社会は，情報が価値を持つようになる社会
である，というのがベルの説である D 林の説くところとほぼ一致していると言っていいD
要するに，情報化社会とは，工業化社会の成熟と，マス・メディア 情報処理メディアの発達
によってもたらされる社会で 「社会生活の基盤に情報の蓄積がある社会jのことである。教育
との関わりを考えるために，情報化社会を人間に求められる行動の視点で定義すれば，次のよう
に言うのが妥当である。
「何をする場合にも，それをする前に情報処理をまずしなければならない，することを要求さ
れる，あるいは，することによってより良く生きることのできる社会j。
2.情報化社会における人間の資質
情報化社会における人間の資質としては，次の3つを挙げることができる。
( 1 )生涯学習者としての資質
第 1は，生涯学習者としての資質である。情報化社会は，変化の速い社会である。ラングラン
(Lengrand， P.) は，変化の加速化という言葉で，その様子を表現している。彼の生涯教育論が
このような認識に立って展開されていることは，よく知られている D こうした変化に対応するた
めには，人は常に学び続ける存在でなければならない。
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( 2 )主体的情報活用者・意思決定者としての資質
第2は，主体的情報活用者・意思決定者としての資質である。情報化社会では，情報が次々に
生み出され，蓄積され，流通・伝達される。情報の洪水といった事態も生じる。情報の洪水に押
し流されず，自らが情報の選択者・活用者であり，同時に情報を活用して適切な意思決定をする
ことのできる人関であることが求められる。
( 3 )情報生産者としての資質
第3は，情報生産者としての資質である。情報が価値を持つ社会では，イ高値ある情報を生産す
ることのできる資質を持った人間は より価値のある人生を生きることができる。情報化社会と
は言えども，物財の生産はもちろん不可欠のことである。その場合であっても常に時代の変化に
即応したより適切な物財の創出に関する情報の生産者であることができれば，いっそう大きい社
会への貢献が期待できるのである口
3.望まれる教育の在り方
これらの資質を教育の観点に立って問い直せば，望まれる教育の在り方が鮮明になってくる。
情報化社会における教育を，呂標と内容の観点に立って考えれば，次のような教育が求められて
いる口
( 1 )学習する能力の教育
情報化社会では，先にラングランの所説のところで見たようにおそらく生涯教育の理念が最も
望まれるところである口つまり，変化が加速度的に速くなり，知識が陳腐化していく速度が速い
ということは，次々に新しいことを学習していかなければ世の中の進歩についていけないという
ことである。
言い換えれば，現在の学校教育が行っているような，多種多様な知識を把握させるような教育
では，情報化社会の教育としては不適切だということになる。知識がどんどん増加し，あるいは
変化していくような社会では，知識を公式のように理解する学習ではなく，新しい知識をどのよ
うに批判的に習得していくかということに関する技能の学習こそが必要とされるのである。
学習する能力の教育の具体的な内容としては，次のようなものが考えられる。
a) 自己教育力
自己教育力は，自ら進んで学ぶ意欲を持ち，当面する学習課題を自らの力で解決する能力のこ
とである。重要なことは，自己教育力が単に認知的・技能的な意味だけでなく，学習しようとい
う意欲を持つという情意的な意味を持っていることである口
したがって，自己教育力は，認知的・技能的鱒面からは，次のような課題を伴ってくると考え
られる。
① 情報化社会という変化の速い社会の特質を知り，これに対応することがこのような社会に生
きる人間にとって，不可欠の資質であるということを知ること。
?
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?
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② そのために，新たな情報を積極的に摂取し，それを処理し，活用する技能を身につけるこ
と。
また，情意的な側面からは，次のような課題が生じる。
③ 変化に対応し，自己実現を図るために，常に積極的に学習する意欲を持ちつづけること D
これらのうち，②は，後述する「情報処理能力J， rメディア活用能力Jとして具体化される
ことが可能である。そこで，ここでは，①と③が，特に重視される必要のあることが理解されよ
う。ことに，③は，従来の教育においても課題とされていたにもかかわらず，十分な成功を見て
いなかった課題である。しかし，情意的な学習課題は，最も重要でありつつ，最も実現の難しい
課題である。したがって，自己教育力に関しては，学習意欲の喚起とその持続とをどのようにし
て育成するかが当面の重要課題ということになる。
b)情報処理能力
生涯学習社会において自己教育カが重要な教育課題となることは上述したとおりである。その
技能的な下位システムの 1つが，情報処理能力である。
情報処理能力という言葉は，広く用いられているにもかかわらず まだ一元的な概念を持つ用
語になっているとは言い難い。しかし，教育の立場では，概ね，①関連する情報を収集し，②情
報を評価して取捨選択し，③情報を整理し，④情報を活用して新たな情報を生産する，という一
連の過程を処理する能力ということである口
これらの過程の中で，①，②，③は，かなり技能的な側面が強く，その教育も比較的容易なよ
うに思われる口これに対し，④は，必ずしもその過程が十分に解明されてはいないが，少なくと
も，④には次のような過程が含まれていると考えられる。
ア)情報を認知し，理解する(言語的，非言語的情報)，イ)情報を内面イとする，ウ)内面化
した情報を適用して現実の問題を解決する(この過程は いわゆる問題解決の過程である口具体
的には， ・現実の問題にぶつかる・問題の分析・問題解決の設定-仮設を推理によって検討す
る・仮設を問題に適用して検証する)，エ)ウにおいて検証された仮設を新たな情報として蓄積
する(ないし公表する)
この過程は，科学研究の方法の最も中核的な部分であると考えられ，学校教育の中で児童・生
徒にいかにしてこの過程を伝達しうるかを解明することが ここでの最大の課題であるというこ
とになろう。
c)メディア教育
メディア教育とは，メディア活用能力を育成する教育である(注2)。メディア活用能力は，
情報処理能力の一環と考えることが可能である。しかし，現在このことが特に問題とされるの
は，次のような理由による。すなわち，現代の多様なメディア環境の中では特に伝統的なメディ
アである活字メディア以外のメディアを活用する能力が求められているということである。
そのような意味で，最も重要な能力は 1つは画像情報に関する「読み・書きj能力である。
「 「
?
?
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「百聞は一見に如かずj という諺があるように，画像処理は誰にでも分かるものというように理
解されている。しかし， 1枚の写真にこめられたメッセージを詳細に読み取ることは必ずしも容
易なことばかりとは言えない。写真を漫然と見ていたのでは分からないことが少なくないのであ
る。例を挙げれば写真のフレームの外側である。切り取られた写真の構図の外側にあるものは何
か。これを読み取ることは，文章の行認を読むことに通じる「読解jである D コミック・ストリ
ップ(連続漫画)を見ても何を言っているのかよく分からないという人が(特に，連続漫画に親
しんでいない高齢者には)いる口このような例を見れば，画像情報も，それを学習に利用するほ
どの活用をするためには，単に画像情報を「見るJのではなく， r読むj必要があり，そのため
には，一定の画像理解力が必要であるということである口言語表現には文法という約束事がある
ように，画像には画像表現の約束事がある o visualliteracyは，このような画像の約束事を体系化
し，教育に活用することを意図した言葉である。
同様のことは，コンピュータとの周辺のメディアについても言える D これについては，
computer literacyの必要性が認識されつつあるロ
言語と同様に，新しいメディアを活用したコミュニケーションの能力，すなわちメディア活用
能力は，生涯学習社会における基礎的・基本的教養の 1つであると考えることができる。
( 2 )疑問を持たせる教育
これを，もっと端的に沼野一男氏は「読・書・問の教育jと述べている(注3) 0 この場合の
問とは，疑問をもっということである o rそれは本当ですかJ， rなぜそう言えるのですかj
等々といった疑問を持つことこそが，情報化社会においては必要なことなのである。
日本の教育は，子どもに疑問をもつことを要求しない。むしろ，決まりきった事柄を疑うこと
なく覚え込ませることが教育であると考えてきた。しかし，情報化社会ではこのような教育は望
ましいものとは言えない。 rなぜ……?Jという向いを持つことのできない者は情報化社会にお
いては，情報の消費者にしかなりょうがないD 未来を切り開くことに関わる人間であるために
は， r学習する方法の学習J，r問いを持つことjが大切なことになるのである。
ところで， r問うjなどということのためには，教育が必要なことであろうか。人間は生まれ
てこのかた疑問を持たないなどということは考えられないと思う人もあろう D 確かに小さい子ど
もは，大人に様々な疑問をぶつけてくる口 「空の上には何があるのJ， rぼくはどうやって生ま
れたのJ，等々。ところが，大方の子どもはそのような疑問にまともにつきあってくれる人がな
いこと，学校教育では疑問を持つことよりは，公式を 1つでも余計に覚えることが重視されるこ
と，などの理由によって疑問を持つ態度そのものをスポイルされていくのである口だから，大学
生に「なぜjで始まる向いを書けという課題を出すとまともな問いが書けないということにもな
るのである口つまり，問いを持たせるためには適切な指導，教育が必要なのである。
考えてみると， rなぜ……なのかjという伺いこそは，学問の出発点である。学問とは文字ど
おり「学び，問うことjに他ならない。新たな内容を学んでいくうちに疑問が湧いてくる，それ
? ??
を解決しようとして新しい情報を探索しているうちに，また新しい疑問が生じてくる。これがま
さしく学問ということであろう。 r分け入りし震の奥はまた霞Jというのは，学問の世界の奥行
の深さを巧みに表現しているように思われる匂である。
( 3 )直接体験
環境ピデオが売れているという。映像による一種の擬似的環境の出現である。メディアの進歩
は，このような擬似体験の機会を増大させる。
擬似体験にも，多くのレベルがあり，言語による体験は抽象的で，特に「間接体験jと呼ばれ
る。これに対して，シミュレーションと呼ばれる模擬訓練装震では，時には，現実感覚と大差の
ない体験をすることも可能である。代表的なものには，宇宙飛行士の~)l1練装遣が挙げられる。後
者のようなものになると，直接体験をしたのとあまり変わりがないと言えるほどの効果を持って
いると考えられる。しかし，このような装置を除けば，一般にメディアによる体験は，産接体験
とは隔たりがある。
このことは，コンピュータについて，解説書を読んだり，解説書の付録として付けられている
キーボードの実物大の写真を使ってキーボードの操作を練習したりすることを想定してみれば理
解されよう。
学力というものは，単に知識を身につけることではない。生きるために必要な知恵が身につい
ており，必要に応、じて郎座にそれを活用できる力のことである。生涯学習社会における学力で
は，産接体験がいっそう重要な意味を持つようになろう。それは，生涯学習社会というものが，
そもそも，より良く生きるために学習を必要とする社会だからである。
( 4 )人間的譲触
コンピュータをはじめとする新しいメディアは，リアルタイムによる情報のネットワークを実
現しつつある。このような状況の中で，職業生活や教育のあり方も変化する可能性が生じている。
すなわち，在宅勤務，在宅学習がそれである。
まだ，全密ネットになっていないとは言え，放送大学における教育のあり方は，在宅学習を一
部実現している口今後は，会社のコンピュータと自宅のコンピュータとを結ぶ在宅勤務を広範に
実現化していくことが予測される。
このような社会にあっては，人と人との接触は，従来の社会におけるそれとは，また異なった
観点、から，その重要性が論議される必要があろう。
① 人間的接触は，自らを顧みる重要な手立てである。自分の学習や仕事について，他人の評価
を受けることは，単に独善的にならぬようにする手段としてばかりでなく，自分では気づかぬ
様々なアイデイアによって学習や仕事を深めることになる。このことは，つまるところ個性化に
つながるものである口
② 人間的接触は，メディアとの接触において荷題となりがちな人間性の喪失を回避するために
必要不可欠のものである。メディアからでない，生きた人間から得られる多様な反応は，自らが
????
生きた人間であることを思い出させてくれるであろう D
③ 人間的接触は，社会生活の円滑化にとって不可欠のことである。社会が結局は人間関係を基
底とするしくみであることを考えれば，このことは理解されよう口ことに，メディアを介しての
人と人との交渉は，とかく無機的になりがちであり，つまらぬ誤解を招くことも少なくないロ
「坑のぬくもりjを持った人間的交渉がいっそう重要性を持つことになると思われる口
④ 以上のほか，人間的接触の持つ，一種の娯楽的な意味が重要視されるようになるであろう。
( 5 )倍性化の問題
最後に，情報化社会の人間に求められている教育上の課題として，偲性化の問題を取り上げて
おきたい口これは，新しい情報を生産するという資質と深く結びついた問題である。
1の部分でも述べておいたように，情報化社会における人間の資質として個性化は不可欠の要
因である口よく言われることであるが「創造は想像であるj。つまり，人間が新しい物事を創造
していくということは，人間の持つ想像力によるところが大きいのである。この想像力は，まさ
に人間の偲性に由来するものであり，それゆえ，新しい創造に個性が重要な働きをすると言われ
るのである。
このことは，芸術や科学などにおける高度な創造的活動においてももちろんあてはまることで
あるし，もっと日常的なちょっとした新しい工夫などにもあてはまることである。
同じものを見ても，伺じことを開いても，人間は自分の個性によってそれを見，開く。その個
性が際立つたものであればあるほど，新しいものを創り出すことに大きく貢献することになるD
日本の教育はどちらかと言えば，画一化に比重がかけられ，みんなが同じになることが呂指さ
れている。臨教審での論議は，現実の制度の壁の前にどんどん後退したが，初期の頃にうたわれ
た偲性化は，情報化社会にとって軽視されてはならない教育課題であった。日本の教育の実情で
は，難問であるが，個性化は今後とも国民のコンセンサスを得ていく努力が求められている課題
であると言っていい。
以上のような教育の課題は，学校教育ばかりでなく，家庭教育や社会教育においても，考慮さ
れる必要があろうが，総じて今後の教育のあり方を考察すれば，従来からの我が屈の教育は，大
きな転換を迫られていると言えそうである。
最も重要なことは，我が国の伝統的な教育観の転換である。すなわち，我が毘の学校教育が，
全体として上級学校への進学を前提とした知識獲得型の教育に力点を置いている。しかし，この
ような教育は，自己教育力や情報処理能力，メディア活用能力の育成からは最も遠い地点に位置
している。学校教育を中心として，今後は上述した新しい教育課題に自を向けた新しい教育観へ
の転換を留ることが急務である。
日本の学校教育のあり方を批判することはここでの呂的ではないD ただ このような教育のあ
り方は，情報化社会の進展に伴って 次第に社会の動向と矛盾したものになっていくであろうと
いうことだけを指摘しておきたい口
? ??
情報化社会も結局は人間が作り出した社会である口したがって，それを良くするも悪くするも
そこに生きる人間に由来する D 今 我々に求められていることは，情報化社会とは何かを冷静
に，多角的に捉える自と，その動向に関与するのは我々自身であるということを自覚する事であ
ると思われる。
(注 1)林雄二郎 f情報化社会一一ハードな社会からソフトな社会へ一一j講談社新書， 1969年
(注2)この点については 次の文献を参照していただけると良い。
*平沢照海・平沢茂編 f教育とメディアj日本教育図書センター， 1988年
*後藤和彦・坂本昂・高桑康雄・平沢茂編 fメディア教育のすすめJ (全5巻)，ぎょう
せい， 1986---87年
(注3)沼野一男著 f情報化社会と教締の仕事j国土社， 1986年
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